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	活動通信
	No.6
	2026.8.7 発行
	手ぬぐいを身につけて、訪問先へ、地域のイベントへ、そしてまちの中へ！ No.6では、暑さ対策としての活用はもちろん、防災について考える地域交流やSNSでの発信、清掃ボランティアなど、さまざまな取り組みをご紹介します。みんなで使い方を考え、一緒に身につけることで生まれた笑顔や一体感。手ぬぐいをきっかけに、訪問看護の輪がさらに地域へ広がっています。
	竹田訪問看護ステーション　様（福島県）
	山鹿クリニックフェスティバル。 地域交流のイベントを開催しました。 竹田訪問看護ステーションのブースでは、住いの近くに起こりやすい災害を知ってもらう「自分家探し」を災害マップを使用して行いました。また看護小規模多機能型居宅介護事業所かをりのブースでは、地域の方々と手作りカーリングで交流を深め、フレイルテストを実施しました。
	イベント開催中

	地域の方々にブースでのイベントを楽しんでいただけるように、手ぬぐいを利用して参加の呼び込みを行いました。 手ぬぐいに描かれた手ぬぐいの活用術とても良かったです。地域の方々にもお配り出来たら良いなと思いました。

	公益社団法人 山梨県看護協会　訪問看護ステーション　様（山梨県）
	その名も「手ぬぐいPR作戦」
	よっしゃ！ストレッチOK！
	わたしは保冷剤くるんでみたよ

	朝のミーティング時、手ぬぐいの使い道の相談。まずは利用者宅に着用して行きました！



	FERNA合同会社　様（神奈川県）
	利用者様宅。 皆様それぞれの使い方を考えてくださり、笑顔でご対応いただきました。
	財団てぬぐい活動写真
	公益社団法人 奈良県看護協会立　橿原訪問看護ステーション　様（奈良県）
	サラサラと気持ちの良い生地で、デザインも可愛いとスタッフに好評です。みんなで熱中症対策として保冷剤を包んで巻いてます。
	暑さに負けず手ぬぐいと共に訪問、訪問！！

	株式会社 アオアクア　様（東京都）
	手ぬぐい清掃ボランティア＆決めポーズ
	江戸川区花火大会翌日の清掃ボランティア活動、日々の訪問中。 手ぬぐいをつけながら、清掃活動を実施。一体感、汗拭き、日焼け予防にもなって一石三鳥効果です。
	今回のご報告からは、手ぬぐいをただ身につけるだけでなく、地域の方々と関わり、仲間と力を合わせ、訪問看護を伝えていく皆さまの姿が見えてきました。同じ手ぬぐいを手に活動することで生まれた一体感や笑顔が、人から人へ、地域から地域へとつながっています。 訪問看護普及強化月間は終了しましたが、全国に広がった“訪問看護の風”は、これからも続いていきます。 皆さまの工夫と行動に心より感謝するとともに、これから届く活動のご報告も楽しみにお待ちしています。
	活動の内容（300字以内）
	活動のお写真
	お写真のタイトル
	その他、ご感想など




